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共
産
党
船
橋
市
委
員
会
・
雇
用
と
く
ら
し
相
談
室
長
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予
約
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3,497
823と　き

ところ
主催・
連絡先

　

3
月
議
会
で
成
立
し
た
新
年
度
予
算
は
、
消
費

税
の
増
税
や
社
会
保
障
制
度
の
改
悪
な
ど
安
倍
自

公
政
権
の
悪
政
を
無
批
判
に
受
け
入
れ
、
国
と
一

緒
に
な
っ
て
市
民
に
負
担
を
押
し
付
け
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
市
民
か
ら
徴
収
す
る
各
種
使
用
料
、
手
数

料
等
へ
の
消
費
税
増
税
分
の
転
嫁
、
市
独
自
の
老
人

３月議会

松
戸
徹
市
長
初
の
予
算
編
成

こ
れ
で
は
市
民
の
く
ら
し
は
守
れ
な
い

医
療
費
助
成
制
度
の
廃
止
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
幅
に
不
足
し
て
い
る
保
育
所
・
特
養
ホ
ー
ム
の
待

機
に
見
合
う
整
備
計
画
は
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

市
民
要
望
を
実
現
す
る
提
案
も
さ
れ
ま
し
た
が
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
小
学
校
全
校
配
置
を

非
常
勤
で
行
う
な
ど
、
十
分
な
予
算
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

船
橋
市
は
平
成
4
年
に
、「
福

祉
と
み
ど
り
の
都
市
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
心
事
業

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た

の
が
「
老
人
医
療
費
助
成
制
度
」

で
し
た
。
3
月
市
議
会
に
は
、

こ
の
制
度
を
廃
止
す
る
条
例
が

提
案
さ
れ
、
可
決
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
高
齢
者
の
医

療
費
負
担
を
軽
減
し
、
早
期
受

診
、
早
期
発
見
で
軽
度
の
内
に

治
療
を
受
け
、
健
康
に
く
ら
す

と
共
に
、
市
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
に
も
役
立
つ
制
度
で
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
「
制
度
の
廃

止
は
都
市
宣
言
の
理
念
を
放
棄

す
る
も
の
。
福
祉
制
度
の
廃
止

は
市
民
の
意
見
を
事
前
に
聞
く

べ
き
」
と
た
だ
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
「
国
が
高
齢
者
医

療
費
窓
口
負
担
を
増
や
し
た
こ

と
か
ら
見
直
し
た
」
と
国
の
社

会
保
障
制
度
改
悪
路
線
に
忠
実

に
従
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
国
が
改
悪
し
て
も
住

民
福
祉
を
守
る
の
が
地
方
自
治

体
の
あ
る
べ
き
姿
で
す
が
、
市

長
に
は
こ
の
姿
勢
が
あ
り
ま
せ

ん
。

予
算
く
み
か
え
を
提
案

保
育
所
・
特
養
ホ
ー
ム
増
設
な
ど

　

日
本
共
産
党
は
市
長
提
案
の

予
算
に
対
し
、
組
み
替
え
動
議

（
表
参
照
）
を
提
出
し
、
市
民

の
命
と
く
ら
し
を
守
る
予
算
と

す
る
た
め
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

他
会
派
は
「
考
え
が
違
う
」
な

ど
と
い
っ
て
多
数
で
否
決
し
ま

し
た
。
他
に
、
み
ん
な
の
党
も

組
み
替
え
案
を
提
出
し
ま
し
た

が
、
内
容
は
、
賃
上
げ
が
全
国

民
的
な
焦
眉
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
な
か
、
職
員
給
与
を
引
き

下
げ
、
ひ
い
て
は
民
間
労
働
者

の
給
与
を
も
押
し
下
げ
る
圧
力

と
な
る
も
の
で
す
。
若
者
就
労

補
助
金
や
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
の
中
止
な
ど
就
職
難
と
中

小
業
者
へ
の
支
援
予
算
の
削
減

も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
日
本

共
産
党
は
反
対
し
ま
し
た
。
他

に
賛
成
会
派
は
な
く
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

以
前
は
独
自
の
組
み
替
え
動

議
を
提
出
し
て
い
た
市
民
社
会

市議 10 人によるデンマーク ･ 中国への訪問を中止する 16,679 
高すぎる市庁舎の借地料を適正な価格に減額する 40,000 
県事業への負担金の支出をやめる 78,744 
東葉高速鉄道㈱の巨額債務への財政支援を中止する 927,060 
船橋駅南口再開発事業の元金返済を停止する 429,800 
大企業（資本金10億円以上）の法人市民税を引き上げる 60,000 
過大な見積りのごみ処理施設整備基金を取り崩す 2,000,000 
ため込まれた財源調整基金の一部を取り崩す 3,101,931 

使用料、手数料等への消費税増税分の転嫁を中止する 58,446 
定員 100 人の認可保育所を７カ所新設する 864,738 
定員 100 人の特養ホームをを 3 ヵ年事業で 2 ヵ所新設する 600,000 
中学 3 年生までの医療費窓口負担を完全に無料にする 330,000 
市独自の老人医療費助成を自己負担２割で継続する 30,000 
国民健康保険料を 1 人あたり年額 1 万円引き下げる 1,700,000 
65 歳以上の介護保険料を年額 1 万円引き下げる 1,352,920 
小中学生の学級費を補助し保護者負担を軽減する 110,000 
住宅耐震助成の限度額を引き上げ耐震化を促進する 50,000 
マンションの耐震改修工事への助成制度を創設する 22,000 
全公立小中学校に 1 校あたり 1 人の教員を増置する 324,000 
５行政区で ｢出張所出前サービス｣ を実施する 26,000 
放射線検出器を購入し市独自の検査体制を整える 20,000 
自然エネルギー利用促進のための研究開発を行う 30,000 
住宅リフォーム助成を対象件数を増やして復活させる 300,000 
雨水浸透ます設置費補助を全額に拡充する 20,250 

「
福
祉
と
み
ど
り
の
都
市
宣
言
」の
柱
の
事
業
を

廃
止
し
て「
や
さ
し
い
」市
政
と
い
え
る
の
か

坪井せせらぎの道

　坪井東、新しい街の東側に自然の斜面地を残し、かつ

ての坪井川の跡につくられました。東葉高速高架近くに

はホタル池と湧水の小さな流れも。

船橋再発見

ネ
ッ
ト
も
市
長
提
案
の
予
算
に

賛
成
。
日
本
共
産
党
以
外
の

「
オ
ー
ル
与
党
化
」
が
一
層
進

ん
で
い
ま
す
。

日本共産党の予算くみかえ案（抜粋） 

( 千円）＜歳出の削減、歳入増＞

＜予算に追加するもの＞  



（注）略記は次のとおりです。（数字）は人数。　　共 =日本共産党　公 =公明党　自・無＝自由民主党・無所属の会　
自＝自由民主党　凛（りん）　し =市民社会ネット　み＝みんなの党・無所属　市＝市政会　民 =民主党　無＝無所属

発
議
案
・
陳
情
に
対
す
る
各
会
派
の
態
度

認
可
保
育
所
増
や
し

待
機
児
童
解
消
を

　

船
橋
市
で
は
新
年
度
か
ら
認

可
保
育
所
の
定
員
を
4
7
0
人

分
増
や
し
ま
し
た
が
、
待
機
児

童
解
消
に
ふ
さ
わ
し
い
数
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
の
4
月
入
所
で
は
、
2

8
9
2
人
の
申
請
に
対
し
、
1

0
4
8
人
（
2
月
26
日
現
在
）

の
不
承
諾
通
知
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
昨
年
同
時
期
の
不
承
諾
数

9
2
8
人
よ
り
も
1
2
0
人
も

増
え
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
乳
が
ん
を
発
見
す
る
目

的
で
、
2
0
0
4
年
に
「
千
葉

県
乳
が
ん
検
診
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の

中
で
は
、
「
30
歳
か
ら
39
歳
は

　

水
害
対
策
で
は
、
河
川
の
流

量
を
増
や
す
こ
と
や
貯
留
施

設
、
調
整
池
、
浸
透
施
設
の
整

備
等
々
が
あ
り
ま
す
。
特
に
市

「
目
配
り
」
す
る
責
任
は
市
長
で
は
？

　

今
年
度
中
に
整
備
す
る
認
可

保
育
所
の
定
員
増
は
3
3
5
人

分
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
共
産
党
は
予
算
の
組
み

替
え
で
、
7
0
0
人
の
施
設
整

備
を
追
加
し
、
1
0
0
0
人
へ

の
定
員
増
を
提
案
し
ま
し
た
。

費
用
は
9
億
円
程
度
で
あ
り
、

充
分
実
現
で
き
ま
す
。

乳
が
ん
検
診
の
充
実
を

超
音
波
検
診
を
実
施
す
る
こ

と
、
40
歳
か
ら
49
歳
は
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
と
超
音
波
検

査
を
交
互
に
す
る
こ
と
、
そ
し

て
年
間
1
回
は
受
診
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
月
8
日
･
9
日
の
大
雪

で
、
市
が
や
る
べ
き
幹
線
道
路

の
除
雪
が
遅
れ
、
11
日
ま
で
バ

ス
が
止
ま
っ
た
地
域
が
あ
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
ゴ
ミ
の
収
集
や

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
等
、
多

く
の
市
民
生
活
に
支
障
が
出
ま

し
た
。

　

市
は
、
船
橋
建
設
業
協
同
組

合
や
上
下
水
道
管
工
事
協
同
組

合
、
千
葉
土
建
一
般
労
働
組
合

な
ど
の
団
体
と
覚
書
を
交
わ

し
、
災
害
時
の
応
急
復
旧
活
動

２
月
の
大
雪
で
交
通
マ
ヒ　

災
害
協
定
を
活
か
せ

へ
の
協
力
を
得
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
大
雪
被
害

で
は
こ
れ
を
活
か
せ
ま
せ
ん
で

し
た
。

● 

図
書
館
と
公
民
館
等
図
書

室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
拡
大

● 

高
齢
者
外
出
支
援
と
し
て

バ
ス
停
の
上
屋
・
ベ
ン
チ

設
置
を
す
す
め
る

● 

65
歳
以
上
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
〔
自
己
負
担

2
千
円
・
7
月
か
ら
実
施
〕

● 

ご
み
出
し
が
困
難
な
高
齢

者
等
の
収
集
支
援
の
た
め

皆
さ
ん
と
一
緒
に
実
現
し
ま
し
た

3 月議会に出された陳情等 共 公 自・無 自 凛 し み 市 民 無 結果
(7) (10) (8) (6) (5) (4) (3) (3) (2) (2)

議
　
案

船 橋 市 老 人 医 療 費 の 助 成 に 関 す る 条 例
を廃止する条例 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ×○ 可決

使 用 料・ 手 数 料 に 消 費 税 増 税 を 上 乗 せ
するための関係条例整備 × ○ ○ ○ ○ ×

退 1 ○ ○ ○ ×○ 可決

陳
情
請
願

行き届いた教育に関する請願 ○ × × × × ○ × × × × 不採択

要 支 援 者 を 介 護 予 防 給 付 か ら 外 さ な い
よう求める意見書提出 ○ × × × × ○ × × × × 不採択

年 金 削 減 中 止・ 最 低 保 障 年 金 制 度 実 現
の意見書提出 ○ × × × × ○ × × × × 不採択

マ ン シ ョ ン 建 設 計 画 の 指 導（ 坪 井 東 ３
丁目） ○ ○ × × ○ ○ × × ○ ×○ 採択

共
産
党
提
案

特 定 秘 密 保 護 法 の 施 行 中 止 及 び 廃 止 を
求める意見書 ○ × × × × ○ × × × ×○ 否決

辺 野 古 へ の 米 軍 新 基 地 建 設 断 念・ 普 天
間基地無条件返還を求める意見書 ○ × × × × ○ × × × × 否決

首 相・ 閣 僚 の 靖 国 神 社 参 拝 の 中 止 を 求
める意見書 ○ × × × × ○ × × × × 否決

NHK 籾 井 会 長、 百 田・ 長 谷 川 経 営 委 員
の罷免を求める決議 ○ × × × × ○ × × × × 否決

実
証
事
業
を
行
う

● 

幼
稚
園
の
就
園
児
補
助
金

一
人
当
た
り
3
万
7
千
円

を
4
万
円
に

● 

小
学
校
全
校
に
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
配
置

● 

太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
費
補

助
マ
ン
シ
ョ
ン
に
も
拡
大

● 

小
水
力
発
電
装
置
の
実
証

実
験
を
行
う

親子連れでにぎわうアンデルセン公園
　アンデルセン公園は、現在税込みで大人料金

900 円ですが、3 月議会の条例改定で 8％の消費税

込み上限 970 円までの引き上げが可能とされてし

まいました。

街
地
で
は
、
建
物
の
敷
地
内
に

雨
水
を
溜
め
た
り
、
浸
透
さ
せ

る
機
能
を
持
た
せ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

雨
水
浸
透
ま
す
は
1
基
4
～

5
万
円
程
度
で
設
置
で
き
、
た

く
さ
ん
普
及
す
れ
ば
、
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
ま
す
。
地
下
水

位
の
低
い
水
害
の
な
い
地
域
、

個
人
の
敷
地
内
へ
の
設
置
が
必

要
な
の
で
、
市
民
の
協
力
が
不

可
欠
で
す
。

　

今
年
度
策
定
す
る
河
川
基
本

計
画
に
浸
透
ま
す
設
置
事
業
拡

大
を
位
置
づ
け
、
設
置
費
用
の

さ
ら
な
る
軽
減
と
市
民
へ
の
啓

発
を
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　

市
は
、
「
啓
発
し
て
い
き
た

い
。
負
担
軽
減
は
研
究
し
て
い

く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
船
橋
市
の
乳
が
ん
検

診
で
は
、
超
音
波
検
査
を
一
切

取
り
入
れ
ず
、
県
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
無
視
し
て
い
ま
す
。
が

ん
発
見
率
や
陽
性
的
中
率
の
高

い
超
音
波
に
よ
る
乳
が
ん
検
診

を
本
市
で
も
取
り
入
れ
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。
市
は
「
県
の
ガ

水
害
対
策
推
進

雨
水
浸
透
ま
す
の
普
及
へ

　

松
戸
徹
氏
が
市
長
に

な
っ
て
、
初
め
て
の
「
本

格
予
算
」
を
審
議
し
た
３

月
市
議
会
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
が
７
０
０
人
、

保
育
所
の
待
機
児
童
が

１
０
０
０
人
と
い
う
深
刻

な
事
態
で
す
が
、
そ
れ
を

ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
な
る
と
、
無
責
任
な
話

ば
か
り
で
す
。

　
「
地
域
包
括
支
援
シ
ス

テ
ム
」
で
特
養
ホ
ー
ム
の

補
完
を
す
る
と
い
う
の
で

す
が
、「
住
宅
を
ど
う
す

る
か
」
と
い
う
視
点
が
な

い
の
で
す
。

　

階
段
の
あ
る
住
宅
、
車

イ
ス
で
は
生
活
で
き
な
い

狭
い
ア
パ
ー
ト
で
く
ら
し

て
い
る
ー
こ
れ
ら
を
改

善
し
な
い
で
、
ど
う
や
っ

て
在
宅
で
安
心
し
て
く
ら

せ
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う

か
。

　

保
育
所
に
つ
い
て
も
、

「
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
か

ら
」
株
式
会
社
が
保
育
事

業
に
進
出
し
て
く
れ
る
か

も
し
れ
な
い
と
か
、
小
規

模
保
育
所
が
増
え
る
か
も

し
れ
な
い
、
な
ど
と
言
う

ば
か
り
で
す
。

　

こ
れ
で
は
市
民
の
不
安

が
増
す
ば
か
り
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

市
民
生
活
へ
の
影
響
の
把
握

と
市
の
対
応
の
総
括
を
き
ち
ん

と
行
い
、
今
後
に
活
か
す
べ
き

で
す
。

イ
ド
ラ
イ
ン
と
国
の
指
針
の
両

方
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
き

た
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
県
内
で
超
音
波
に
よ

る
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い

な
い
市
は
5
市
（
船
橋
、
鎌
ヶ

谷
、
野
田
、
流
山
、
八
街
）
だ

け
で
す
。


